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図５．タイワンハギ（ピッチュウヤマハギ）の分布．
ケハギLcqpe此zapare"sNakai（図１E）
ケハギはピッチュウヤマハギに近縁と推定されるが,翼
弁が明らかに短く，弁部が斜上すること，旗弁の爪部が極
端に短くなることなどで異なる｡本種の分布域は本州日本
海側の石川県から山形県にかけての,いわゆる多雪地帯に
限定され,しかもその生育地の多くは急峻な雪崩斜面であ
る。ケハギの枝はしなやでかつ－年生であり，雪崩によっ
て毎年もぎ取られても枝だけの消失ですみ株自体は枯死
することがない｡これは多雪地帯の環境に適応した構造と
いってよく，日本海と太平洋側の気候のちがいの顕在化以
降にピッチュウヤマハギあるいはそれらの祖先種から分
化誕生した種ではないかと推測される。
キハギLeslje化zα”elge〃Miq．（図１Ｈ）
日本と中国に分布する。日本では，本州（東北地方およ
び中部地方の日本海側を除く），四国，九州に産し，中国
では揚子江に沿ってやや内陸部まで分布している。キハギ
は他種に較べ木性が著しく，ときに高さは２ｍを超える。
チョウセンキハギとともに,葉序は２列生であることによ
り他のヤマハギ節の種から区別される。旗弁は黄色（紫斑
がある）で他のヤマハギ節の種（紅紫色）とは異なる。
チョウセンキハギLeSpc“α腕“'"oWjcZiiC.Ｋ・Schneid．
（図Ⅱ）
日本，朝鮮半島および中国に隔離分布するが，その分布
域は狭い。日本での産地は対馬だけである。花はキハギに
似るが，全花弁が紅紫色であり，等裂片の先端が針状に尖
る点で異なる。
オクシモハギLeSpedbZa“ﾘﾉ㎡iFranch．（図１F）
中国大陸の揚子江下流域に分布する｡花は大形で,旗弁，
翼弁，龍骨弁の大きさや形状に顕著な差異はなく，雲片の
合着程度も低いなど,他のヤマハギ節の種とは大きな形態
上の差異があり，かなり古くにピッチュウヤマハギなどの
他種から分化したものと考えられる。
考察
ヤマハギ節全種の分布域を重ね合わせると図６のよう
な分布圏をもつことが明らかになる｡その分布圏のパター
ンはヒマラヤから中国を経てシベリア東部,さらには朝鮮
半島，日本にいたる日華区系区全体を占め，さらに－部北
方に広がったかたちをとる｡ヤマハギ節の分布圏の分布パ
ターンは世界の植物区系区のひとつである日華植物区系
区（Goodl953，北村1957）にほぼ一致することから，日
華区系要素であると認めることができる。
ツクシハギＬｅ叩e“αﾉｾo"”んDaNakai（図１Ｇ）
ヤマハギ節中唯一の日本固有種であり，本ｌＩｌｌ（太平洋側
は岩手県以南，日本海側は石川県以南）から九州にかけて
分布する。花はヤマハギにも似たところがあるが，旗弁の
耳状突起が顕著に発達することにより特徴づけられる｡ヤ
マハギ節の種の中ではキハギとともに林縁などの半日陰
にも生育している。
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図６．ハギ属ヤマハギ節９種の分布．
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沖津進.2002．北方植生の生態学．古今書院，東京．しかし,ヤマハギ節を構成するヤマハギおよびマルバハ
ギは,種としては日本海周辺地域に中心をおく環日本海型
の分布パターンを示す｡このヤマハギとマルバハギの場合，
これらの種が分類されるヤマハギ節全体の分布,すなわち
分布圏のパターンは明らかに日華区系型であることから，
このヤマハギとマルバハギの環日本海型パターンの分布
というものは，日華区系要素植物において派生した，分布
での一種の変形と見倣しえるものといえる。
ヤマハギ,マルバハギ，さらにクロバナキハギの３種は，
他のヤマハギ節の種に較べ花は小さく，さらに植物体も小
さくなる傾向があり，形態学上は他種に較べて派生的な傾
向をもつと解することができる｡未だ分子遺伝学的な解析
は行われてはいないものの,分布パターンと形態学上の特
徴から，これらの種が日華区系区内の温暖地域に起源をも
つ祖先種から形態を特殊化させながら，より北方地域へと
分布を拡大した可能性を示唆している。
環日本海型の分布パターンをもつ種には,このヤマハギ
やマルバハギのように明らかに日華区系と関連つけられ
る種や種群が含まれていることを指摘することができる。
このようなパターンの存在は，日本海周辺地域の植物相の
起源や発達の経緯を探るうえで重要な手がかりを与えて
くれるものといえるだろう。今後，他の分類群での探索か
ら類似の分布パターンをもつ種や種群の存在を明らかに
していくことが重要であろう。
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